
［成果情報名］バラのロックウール養液栽培における排液を利用したかけ流し栽培技術

［要約］バラのロックウール養液栽培において、無調整の排液を給液するかけ流し栽培で

新規培養液かけ流しと同等の切り花収量・品質が得られる。栽培面積の約 30 ％を排液を

利用した栽培にすると、排液廃棄量を約 73％及び硝酸態窒素廃棄量を約 67％削減できる。
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［背景・ねらい］

山口県のバラ栽培の多くは、ロックウール培地での養液かけ流し栽培である。このシス

テムでは、特性上、作物の吸収量以上の養液を供給することが求められ、余った養液は未

利用のまま排出されている。そのため、硝酸態窒素等による環境負荷が懸念されている。

しかし、現下の厳しい経営環境の中で、高価な排液処理設備や養液循環利用システムの整

備を行うことは現実的に困難である。そこで、ロックウール養液栽培の排液を給液として

利用するかけ流し栽培技術を確立する。

［成果の内容・特徴］

１．排液を利用したかけ流し栽培は新規培養液の代わりに排液のみを給液することで行う。

給液として利用する排液は、新規培養液かけ流し栽培（慣行栽培）のものを用い、排液

を利用したかけ流し栽培の排液は再利用せず廃棄する（図１）。

２．無調整区及び硫安添加区の採花本数及び切り花品質は対照区と同等であること（表

１）、並びに排液調整作業の軽減を考慮すると、排液を利用したかけ流し栽培は排液を

無調整のまま利用するのが最も合理的である。

３．バラ栽培面積のうち約 70 ％を新規培養液かけ流し栽培（慣行栽培）、約 30 ％を慣行

栽培排液を利用したかけ流し栽培にすると、慣行栽培排液を全て給液として利用でき、

全面積慣行栽培する場合と比較して新規培養液量を約 32 ％、排液廃棄量を約 73 ％及び

硝酸態窒素廃棄量を約 67％削減できる（表２）。

４．排液を利用したかけ流し栽培に対する品種適応性を検討したところ、「ファンファー

ル」の排液区の採花本数、切り花長及び切り花重は、対照区と同等であり、「サムライ

０８」及び「モントリヒト」では、排液区の採花本数は対照区よりやや劣るものの、排

液区の切り花長は対照区と同等であり、「バタデコーラ」及び「レボリューション」で

は、排液区の採花本数及び切り花長は対照区と同等である（表３）。

［成果の活用面・留意点］

１．既存のロックウール養液栽培システムをそのまま利用できる。

２．慣行栽培の給液管理にはハイスピリット処方を用い、平均排液率は 46 ％であった。

３．排液を利用して栽培するバラへの土壌伝染性病害の感染を防ぐため、苗による病原菌

の持ち込みに注意する。また、病害が発生した場合は、発病株をマットごと除去、排液

の廃棄、マット除去後の栽培槽、タンク及び配管を消毒する。
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表１　排液の調整方法が収量、品質に及ぼす影響
zｙ

培養液

の種類

無調整 排液 34.8 ± 4.4 ｘ 62.8 ± 3.2 38.1 ± 4.2

希釈ｗ 排液 29.5 ± 7.0 62.6 ± 2.6 36.8 ± 3.6

硫安添加 排液 35.7 ± 8.5 60.4 ± 5.6 34.4 ± 2.2

対照 新規培養液 35.1 ± 8.1 58.5 ± 3.0 32.9 ± 5.3
ｚ供試品種は「アヴァランチェ＋」（スタンダード系品種）
ｙ
調査期間は2008年11月から2009年10月まで

ｘ
数値は平均値±標準偏差（n=10）

ｗ排液希釈は排液：水を容積比２：１の割合で混合
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図１　排液を利用したかけ流し栽培の概略図
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表３　供試品種の収量、品質に及ぼす影響
ｚｙ

排液 25.5 ± 6.0 ｖ 68.6 ± 3.6 34.0 ± 4.6 4.4 ± 0.9

対照 23.1 ± 4.2 63.1 ± 4.0 34.0 ± 5.2 4.9 ± 0.6

排液 6.5 ± 2.3 81.1 ± 3.8 71.1 ± 15.7

対照 7.0 ± 2.3 75.6 ± 3.4 56.0 ± 9.7

排液 7.0 ± 2.7 65.5 ± 6.0 35.2 ± 7.1

対照 7.7 ± 1.9 65.3 ± 5.5 41.1 ± 4.9

排液 12.2 ± 5.0 60.9 ± 3.0 37.6 ± 8.3

対照 10.2 ± 3.1 58.4 ± 5.3 33.1 ± 4.6

排液 10.5 ± 2.3 72.5 ± 2.5 35.5 ± 6.4

対照 10.5 ± 2.7 72.3 ± 6.0 36.8 ± 7.1
ｚ
調査期間はSPタイプ「ファンファール」では2008年10月から2009年10月まで、STタイプでは2009年12月から2010年５月まで

ｙ
SPタイプ「ファンファール」は2008年12月から別試験により暖房設定温度15℃で管理、それ以外の品種は18℃で管理

ｘ
SPはスプレータイプ品種、STはスタンダードタイプ品種であることを示す

ｗ
排液区では無調整の排液のかけ流し栽培を、対照区では新規培養液のかけ流し栽培（慣行栽培）を行った

ｖ
数値は平均±標準偏差、調査株数はSPタイプでは10株、STタイプでは６株
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表２　給液量、排液量及び硝酸態窒素廃棄量削減効果ｚｙ

新規培養液
給液量 新規培養液 排液 硝酸態窒素

（ｍ
3/10ａ） 慣行栽培 排液利用栽培 給液量 廃棄量 廃棄量

新規培養液かけ流し栽培(慣行栽培)ｗ 511 236 46.3 25.2

慣行栽培＋排液を利用したかけ流し栽培ｖｕ 346ｔ 64ｓ 46.3 39.8 8.4 32.3 72.9 66.7
ｚ供試品種は「アヴァランチェ＋」（スタンダードタイプ品種）
ｙ調査期間は2008年８月から2009年１月まで
ｘ削減率は((慣行栽培の給液量・排液廃棄量・硝酸態窒素廃棄量)－(慣行＋排液を利用したかけ流し栽培の給液量・排液廃棄量・硝酸態窒素廃棄量))
÷(慣行栽培の給液量・排液廃棄量・硝酸態窒素廃棄量)×100で算出
ｗ栽培面積を10ａ、栽植密度を5,000株/10ａとした
ｖ排液を利用したかけ流し栽培は慣行栽培排液を給液としてかけ流し、その排液は再利用せず廃棄した
ｕバラ栽培面積10ａのうち、6.8ａで慣行栽培、3.2ａで排液を利用したかけ流し栽培をしたと仮定
ｔ新規培養液給液量346ｍ3は慣行栽培6.8ａへの給液量　　　ｓ排液廃棄量64ｍ3は排液を利用したかけ流し栽培3.2ａからの排液廃棄量

栽培方式
  平均排液率（％）

廃棄量
排液

（ｍ3/10ａ）

削減率（％）
ｘ

（㎏/10ａ）
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